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研 究 領 域 名 感覚と知能を備えた分子ロボットの創成 

領 域 代 表 者 萩谷 昌己（東京大学・情報理工学（系）研究科・教授） 

研 究 期 間 平成２４年度～平成２８年度 

科学研究費補助

金審査部会にお

ける所見 

 本研究領域は、情報工学及び化学の研究者が集合し、ロボット工学の方法

論を取り入れて、分子系をシステム化し、従来の方法論では達成しえない人

工分子システムである分子ロボットの実現を目指している。次世代機能性化

学材料の観点から、今後の画期的な進展が期待される内容であり、学問上も、

重要性があると評価できる。分子デバイス、分子ロボティクスを推進する潮

流は世界的に高まっており、本提案は時宜を得た提案である。日本において

分子デバイスは化学、ナノサイエンスなどそれぞれの分野において発展しつ

つあるが、先導的な概念と気鋭の研究者が集結することによって、波及性の

高い新たな学問分野に発展させることが望まれる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


